
 

 

 

 

 

 

４月１８日（火）に６年生が実施した令和５年度の全国学力学習状況調査の結果が報告されました。本校

の結果についてお知らせします。この結果を今後の教育活動に生かしていきます。 

 

【国語科】・・・全国平均よりやや高い正答率であった。 

 全国と比べ正答率が高かったのは、１二「図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方

を工夫することができるかどうかをみる」問題と２四「文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをま

とめることができるかどうかをみる」問題であった。日々の学習で、課題に対し自分の考えを書く活動に力を入

れて指導をした成果と言える。 

 正答率が低かったのは、２三「情報と情報の関連付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理

解し、使うことができるかどうかをみる」問題であった。 

 

《全国と比べ正答率が高かった問題》１二、２四 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【川村さんの文章】の空欄に学校の米作り

の問題点と解決方法を書く。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

３４．５ ２９．２ ２６．７ 

       学校だより 第８号 

                                                風の子 太陽の子 浜松市立相生小学校 

令和５年９月２６+



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《全国と比べ正答率が低かった問題》２三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料を読み、運動と食事の両方について分かったことを基に

自分ができそうなことをまとめて書く。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

６５．５ ５７．０ ５６．２ 

相田さんが【資料３】の情報をどのよう

に整理しているかについて説明したもの

として適切なものを選択する。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

５５．２ ６３．３ ６２．０ 
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【算数科】・・・全国平均より高い正答率であった。 
 正答率が高かったのは、３（３）「（151+49）×３と、151×３+49×３を、計算したり、分配法則を用いたりし

て計算する」問題と４（１）「示された基準量と比較量から、割合が 30％になるものを選ぶ」問題であった。 

 正答率が低かったのは、２(３)「切って開いた三角形を正三角形にするためにテープを切るときの角の大きさ

をかく」問題と４(２)「運動カードから運動した時間の合計が 30 分以上である日数を求める」問題であった。 

《全国と比べ正答率が高かった問題》 ３（３）、４（１） 

３（３）①（１５１+４９）×３ 

    ②１５１×３+４９×３ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《全国と比べ正答率が低かった問題》 ２（３）、４（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配法則を用いたりすることができるかどうかをみる。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

８２．８ ７２．３ ７２．４ 

百分率で表された割合について理解しているかどうかを見る。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

５８．６ ４６．５ ４６．０ 

正三角形の意味や性質について理解しているかど

うかをみる。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

２０．７ ２２．２ ２４．９ 

＜正答 ウ、エ＞ 

5 つの選択肢のうち、正しくウ、エ両方を選んでい

ないと正答にならない。本校では、６割の児童が、百

分率で表された割合について、正しく理解している。 

＜正答 ３０°＞ 

この問題が、全部を通して一番正答率が低い問題だった。誤答と

しては、６０°とかいた児童が 44.8％と、正答した児童を大きく上

回った。正三角形の一つの角は６０°ということはよく分かってい

るが、問題は、２つに折った三角形だったため、÷２をしないとい

けないことに気付かず６０°とした誤答が目立った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童質問紙】 
◎…全国よりよい表れが出ている設問 △…全国よりやや落ちている設問 

設     問 
当てはまる・どちらかといえば当てはまる 

本 校 全 国 

◎自分にはよいところがあると思いますか。 89.8％ 83.5％ 

◎学校に行くのは楽しいと思いますか。 87.6％ 85.3％ 

◎自分と違う意見について考えるのは、楽しいと思いますか。 84.3％ 76.5％ 

◎学校の授業時間以外に普段（月～金）1日当たりどれくらいの勉強をしますか。

【1時間以上と答えた児童の割合】 
60.7％ 57.1％ 

◎地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。 79.7％ 76.8％ 

◎日本はあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知ってもらいたいと思いますか。 87.6％ 78.1％ 

◎５年生までに受けた授業で ICT 機器を週３回以上使用していた。 68.6％ 62.4％ 

◎学校の授業以外に普段（月～金）PC.タブレットなどの ICT 機器を勉強のために使っ

ていますか。【遊びは除く。1 日当たり 30 分以上と答えた児童の割合】 
47.1％ 41.1％ 

◎５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいましたか。 86.6％ 78.6％ 

◎５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の

考えをまとめる活動を行っていましたか。 
84.3％ 74.4％ 

◎学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広めたりする

ことができていますか。 
86.5％ 81.8％ 

◎授業で学んだことをほかの学習で生かしていますか。 88.8％ 81.9％ 

◎総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこと

を発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。 
92.1％ 74.8％ 

◎あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意

見のよさを生かして解決方法を決めていますか。 
87.7％ 77.2％ 

「以上」の意味を理解し、示された表から必要な

数を読み取ることができるかどうかをみる。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

６７．８ ７５．８ ７５．７ 

＜正答 ５＞ （３０分以上なので、３５、４０、３０、５５、４５の日の５日間となる。） 

２と解答した児童が、13.8％と全国の状況より２倍以上の誤答だった。３０分未満は２日間なので、そこ

と間違えた可能性がある。３０分を入れなかったら４日間になるが、４日間と答えた児童は、2.3％だっ

た。「以上」の意味が分からないための誤答ではなかったようである。 



◎学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいますか。 85.1％ 75.7％ 

◎道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいますか。 93.3％ 83.6％ 

◎国語の授業で、言葉には相手との好ましい関係をつくる働きがあることを学んでいますか。 91.0％ 83.9％ 

◎算数の勉強は好きですか。 68.5％ 61.4％ 

◎算数の内容はよく分かりますか。 85.4％ 81.2％ 

◎算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 97.7％ 93.3％ 

◎これまで学校の授業以外で、英語を使う機会がありましたか。 56.1％ 46.5％ 

△家で自分で計画を立てて勉強していますか。 65.2％ 70.7％ 

△５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま

く伝わるように資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していましたか。 
60.7％ 63.7％ 

△英語の勉強は好きですか。 60.6％ 69.3％ 

△将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思いますか。 49.5％ 52.5％ 

【今後の取り組み】 

 ○正答率の低かった問題を中心にもう一度やり直し、定着を図る。 

 ○「主体的・対話的で深い学び」の実現ために授業改善をする。 

  ・国語…学習の意欲を高める言語活動を工夫したり、振り返りの場面を設定し学習したことを確かめたりす

る活動を行う。また、漢字・語句を正しく使用して文を書くこと意識できるようにさせる。学級やグ

ループで話合いをすること、交流することの意義は感じているが、自分の考えを発表する機会では、

自分の考えがうまく伝わるように資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表することに苦手意識

を持っている児童がいるので、話す技術が向上するような授業の組み立てを意識して行っていく。 

      選択問題より記述問題の方が、全国平均より得点できていた。引き続き、書く活動に粘り強く取り

組ませたい。 

  ・算数…計算の決まりや割合の意味をしっかりと理解した上での思考ができていた。日々の授業で、なぜそ

うなるのかと本質を捉えることを大切に授業を行ってきた成果と言える。今後も個に応じた指導及び

問題解決に向けた取り組みを言語化する活動を充実させる。また、日常生活に密着した学習課題を設

定するなど、算数の学習の必要性を感じ取ることのできる授業構成にする。 

      図形の性質や面積について考察する力に課題が見られたので、目的の図形をつくるために、どの

ような操作をすればよいか、図形の意味や性質を基に、見通しを立てることができるようにする。 

実際に正三角形や二等辺三角形などをつくる活動も取り入れていく。 

 

 〇 総合的な学習の時間での探究的な学びができていたり、課題の解決に向け、自分から取り組んだりするな 

ど、主体的に学習する姿が見られる。今後とも児童の興味や関心に応じたテーマで、総合的な学習の時間の 

学びを充実させていきたい。 

 ○ 各教科で学んだことを生かし、自分の考えをまとめることができていたり、他の授業でも学んだことを生

かしていたりする結果が出ている。これからも、キャリア教育の視点を基に学習していることが未来の生活

に結び付いていることを常に意識ができるような指導をする。 

 ○ 学級での話合い活動が充実している結果が出ている。これからも心の居場所づくりを心掛け、どんなこ

とでも気軽に話したり相談したりできる学級・学年経営を行う。 

 ○ コミュニティスクールを有効に活用したり、家庭と協力したりして、学習・生活の充実を図らせると共に、

より一層地域社会との連携を深める。 

 〇 英語に対しての関心が薄い児童もいる。外国語の指導者が ALT と連携しながら英語学習の楽しさや今の学

習が将来どうつながるかを伝えて、英語学習に意欲がもてるようにしていきたい。 


